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巻 頭 言
　企画代表者は、演習募集要項の冒頭で、以下のように述べている。
　私たちは、人々のなかに生まれて人生を歩み初め、人々の間で育ち、人々と関わりなが
ら人生を切り開き、そして、それぞれに生活充実感、達成感をもって人生を終える。した
がって、私たちが人々とどのような関係を結び、人々とどのような行動を交わし合うかは、
人生に重大な影響を与える重要な課題であり、ゆえに研究する価値がある。
　対人社会心理学は、この対人関係と対人行動の問題を中心に据えて、以下の 5つの領域
で、例示したテーマにそって研究を展開している。
①　対人関係や対人行動を規定する個人内心理過程の研究
　　自己開示・呈示、対人認知、対人魅力、対人感情、帰属、態度や偏見など
②　様々な集団における親密な人間関係の形成や崩壊の過程の研究
家庭内の親子やきょうだい関係、学校における友人関係や恋愛関係、職場の同僚や上
司と部下の関係、人間関係における性差と性役割など
③ 対人関係の中で生じる様々なタイプの対人行動の研究
　　援助行動、攻撃行動、被服行動、コミュニケーション行動、空間行動など
④ 多数の人が集まって、あるいは多数の人を基盤にして生じる集合現象の研究
　　流行、パニック、流言、世論、広告、異文化間接触など
⑤ 対人関係の病理や臨床という臨床社会心理学的研究
　　対人不安や対人恐怖、犯罪、非行、暴力行為、いじめ、不登校など
　「対人社会心理学研究　―援助行動研究を中心として―」と題する本特集号は、対人社会
心理学研究、特に、援助行動研究を中心とした 6編の論文と、対人社会心理学研究の動向
を、1970年代～2000年代にかけて社会学部に提出された卒業論文のテーマに基づいて解説
する論文とから構成されている。
　最初の 6編の論文は、企画代表者が大学院博士後期課程において指導した研究者が、最
近展開している研究に基づいて論文執筆するものであり、特に、企画代表者が長年にわた
り中心的に研究、指導してきた援助行動に関する研究論文である。それらは、研究のフィ
ールド、研究の手法を異にした多様な側面からアプローチした援助行動研究の最新の知見
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を報告し、近年の日本社会において「助けること、助けを求めること、助けを受けること」
の社会的な意味を問い直すものである。
　最後の論文は、「対人関係、対人行動の社会心理学的研究」を指導する髙木ゼミナールの
卒業論文のテーマを領域と時代を軸に分類し、学部学生の研究関心の視点から、対人社会
心理学研究の変遷を跡づける。
　本特集号掲載の 7編の論文を内容への興味から順番に選んで読んでいただく場合のため
に、論文の要旨を以下に記す。
小榑雅章・髙木修　「企業の向社会的経営の今日的動向― SR 規格 ISO26000発行がもた
らす影響―」
　「企業の社会的責任」CSR（Corporate Social Responsibility）のコンセプトは、企業は
利益追求だけではなく、弱者や自然環境への配慮、地域貢献、労働環境、人権の擁護等
の向社会的企業経営が基本である。しかしCSRには統一した基準がなく企業各社の取組
み方はばらばらで、かねてより統一規格が求められていたが、2010年11月にCSRを中心
にしたSRの国際規格としてISO26000が発行された。本論文ではこのISO26000のもつ意
味、効果を検証し、企業の向社会的経営への影響を論じる。
太田仁・髙木修　「親の援助要請態度に関する実証的・実践的研究」
　本論文では、援助授受の過程を、①援助に対する評価の次元、②援助授受効果に対す
る評価の次元、③援助授受成果に対する評価の次元といった 3つのゲートによる評価基
準を現実の援助要請行動に適用して検討した。研究Ⅰでは、 3ゲートモデルの妥当性を
検討するため、中学生と高校生の子どもをもつ母親164名、父親26名、平均年齢43.7歳を
対象に、教師に対する援助要請態度の構造を明らかにした。研究Ⅱでは、研究Ⅰで得た
結果をもとに、親の援助要請意向を高める臨床社会心理学的地域実践モデルを示した。
研究Ⅲでは、研究Ⅱのモデルに基づき親の自律的援助要請態度の形成を目的にした家族
心理教育を延べ1790名に対して 7か月にわたり実施した家族心理教育の実践過程を報告
し、研究Ⅳでは、未就学児の母親377名を対象に質問紙調査を実施し、家族心理教育が自
律的援助要請態度形成の促進に関連していることを確認した。
阿部晋吾・髙木修　「自己愛傾向が援助行動に及ぼす影響」
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　本論文では、近年盛んに研究が進められている性格特性としての自己愛傾向と、援助
行動との関連性を質問紙調査によって検討した。その結果、自己愛傾向の側面のうち、
優越感・有能感が高いほど、援助能力に対する自己評価が高いことが明らかとなった。
また、別の側面である注目・賞賛欲求が高いほど、肯定的な援助規範意識を持ちやすい
ことも明らかとなった。援助能力に対する自己評価や援助規範意識は、援助行動に直結
するものであることから、これらの結果は、自己愛傾向が 2つのプロセスを通じて援助
行動に影響を及ぼしていることを示唆するものである。
田中優・髙木修　「自己評価、自己受容、および自尊心が互恵的対人関係意識を介して対人
関係満足に及ぼす影響」
　本論文では、自己評価、自己受容、および自尊心が互恵的対人関係意識を介して対人
関係満足に及ぼす影響を検討することを目的とした。女子大学生94名を対象にした質問
紙調査の結果、①自己評価の自己嫌悪が自己受容と自尊心を媒介して返礼意識を規定す
る間接効果と、②自己評価の他者評価懸念が返礼意識を規定する正の直接効果が認めら
れた。また、③互恵的対人関係の互恵意識が対人関係満足度を規定する正の直接効果と、
④自己評価の自己嫌悪が対人関係満足度を規定する負の直接効果が認められた。自己評
価は互恵的対人関係意識の返礼意識を規定し、互恵的対人関係の互恵意識は対人関係満
足度を規定することが明らかとなった。
田中泉・髙木修　「在宅介護の体制とその継続を規定する要因の検討―援助経験の影響生
起過程モデルに基づいて―」
　本論文では、滋賀県内に在住し、要介護認定を受けた親を在宅介護している子ども（息
子・娘・嫁）介護者500人を対象にした調査によって、在宅介護の継続を規定する介護者
の要因を、援助経験の影響生起過程モデルに沿って明らかにしようとした。その結果、
介護体制は、要介護前の家族形態によって異なり、介護に対するやりがい感・生き甲斐
感といった心理的要因に影響することが明らかになった。これらの結果は、在宅介護者
を支援するには、いかにすれば彼らが介護に対してやりがい感・生き甲斐感を抱けるの
かを検討することの重要性を示唆するものである。
與久田巌・太田仁・髙木修　「女子大学生の援助要請行動の領域、対象、頻度と大学生活不
安および社会的スキルとの関連」
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　本論文では、援助要請の領域、対象、頻度を明らかにし、大学生活不安および社会的
スキルとの関連を検討した。女子大学生175名を対象とした調査によると、学業、課外活
動、対人関係、性格・容姿の領域では、友人、家族の順で要請頻度が高く、心身の健康、
将来の領域では、家族、友人の順で要請頻度が高かった。援助要請と大学生活不安との
関連は、友人への要請高群が、性格・容姿、心身の健康の領域で不安度が高かった。援
助要請と社会的スキルとの関連は、専門家への要請高群が、対人関係、性格・容姿、心
身の健康の領域でスキル度が低かった。
妹尾香織・髙木修　「援助・被援助行動の好循環を規定する要因―援助成果志向性が果た
す機能の検討―」
　私たちは、日常、援助者として他者を助けることもあれば、難事において他者から助
けられることもある。また、一般に、援助行動とは自己犠牲を伴う行動であるが、人は
人を助ける行動を通じて、喜びや満足感など心理的効果（援助成果）を得ることがある。
本論文では、援助・被援助行動の好循環を規定する内的要因として、援助成果志向性に
着目し、その測定尺度を構成し、高齢者大学の学生471名に適用した結果に基づいて援助
成果志向性の構造とその機能を検討した。
髙木修・田中優・小城英子・太田仁・阿部晋吾・牛田好美　「学部学生の興味・関心から見
た対人社会心理学研究の変遷―卒業研究のテーマ分析―」
　本論文では、「対人関係、対人行動の社会心理学的研究」ゼミナールに提出された卒業
論文のテーマを分類することで、学部学生の研究関心の実態、および過去30年にわたっ
てそれがどのように変化してきているのかを検討した。分類の結果、対人社会心理学の
研究領域全体を網羅するような、非常に多岐にわたるテーマが抽出され、そのうちの主
要なテーマについては近年の研究動向を踏まえた上でのレビューを行った。
　援助行動に関する以上の 6編の論文は、それぞれ今日の社会における援助問題と密接に
関連しており、この領域における研究の発展に寄与するのみならず、個別援助問題の解決
にも貢献できるだろう。
　また、最後の論文における論文テーマの整理と分析は、対人社会心理学に興味を持つ学
部学生が卒業研究のテーマを決定する際の参考資料としても、また、対人社会心理学の研
究テーマの「流行」を知る手掛かりとして活用することができるだろう。
